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WPA/WPA2-EAP接続(RADIUS認証) 設定手順

STB Type2は同梱の「WLAN Settingアプリ」を利用することで、

通常のWi-Fi設定画面ではできない WPA/WPA2-EAP接続（RADIUS認証、802.1x認証）の設定が可能です。

対応しているRADIUS認証（802.1x認証）の種類 ※下記方式のすべての設定に対応しているわけではありません

・PEAP方式 （STBに証明書インストール不要の場合のみ）

・EAP-TLS方式

【補足】

EAP-TLS方式で、証明書による認証を行う場合は、証明書ファイル（拡張子.p12）が必要です。

証明書ファイルをUSBメモリをトップフォルダに保存し、USBメモリをSTB Type2に挿入してください。

設定の保存後はUSBメモリを抜いても問題ありません。

プロキシ設定は、WLAN Settingアプリではなく、SignagePlayerアプリの設定画面で行います。

詳しくはSTB Type2のマニュアルをご覧ください。
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ホーム画面で「WLAN Setting」アイコンを押下すると、WLAN Settingアプリが起動します

WPA/WPA2-EAP接続(RADIUS認証) 設定手順
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WLAN Settingアプリが起動すると、利用可能なネットワークと保存済みネットワークの情報が表示されます。

ネットワーク設定を追加するには、画面右上の［追加］ボタンを押下 または 利用可能なネットワークから接続したいネット

ワークを選択します。

WPA/WPA2-EAP接続(RADIUS認証) 設定手順
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Wi-Fi設定の追加画面（またはWi-Fi設定の編集画面）でネットワーク情報を入力します。

入力後［保存］ボタンを押下します。

入力するネットワーク情報は、選択したセキュリティ・EAP方式によって変わります。

WPA/WPA2-EAP接続(RADIUS認証) 設定手順
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②セキュリティ：802.1x EAP EAP方式：PEAP を選択した場合

フェーズ２認証、ID、匿名ID（必要な場合のみ）、パスワードを入力してください。

静的IPアドレス環境の場合は、上記に加え、IP設定で［静的］を選択、IPアドレス以降の項目を入力してください。

WPA/WPA2-EAP接続(RADIUS認証) 設定手順
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③セキュリティ：802.1x EAP EAP方式：TLS を選択した場合

CA証明書・ユーザー証明書の欄には、USBメモリのトップフォルダにある拡張子.p12のファイルが表示されます。

CA証明書・ユーザー証明書のp12ファイルを選択、証明書ファイルのパスワードを入力、IDを入力してください。

静的IPアドレス環境の場合は、上記に加え、IP設定で［静的］を選択、IPアドレス以降の項目を入力してください。

WPA/WPA2-EAP接続(RADIUS認証) 設定手順
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Wi-Fi設定の追加画面で［保存］すると一覧画面に戻ります。

保存したネットワーク情報が、保存済みネットワークの一覧に表示されます。

ネットワーク情報の横に「接続されています」の表示が出ると、そのネットワークに接続できています。

WPA/WPA2-EAP接続(RADIUS認証) 設定手順
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設定情報が保存されているネットワークを選択すると、下記のダイアログが表示されます。

［削除］を押下すると、ネットワーク情報が削除されます。

［変更］を押下すると、Wi-Fi設定の編集画面に進み、ネットワーク情報が編集できます。

（編集できるネットワーク情報は一部制限があります。編集できない場合は、ネットワーク情報を一度削除してから再度設定してください）

WPA/WPA2-EAP接続(RADIUS認証) 設定手順




